


の
部
に
三
前
・
谷
城
組
が
出

場
し
ま
す
。

　
９
月
22
日(

土)

、
23
日(

日)

、

兵
庫
県
で
行
わ
れ
た
第
46
回

近
畿
卓
球
選
手
権
大
会
一
般

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
の
部
に
、

清
川
中
３
年
、
松
本
悠
佑
く

ん
が
出
場
し
健
闘
し
ま
し
た
。

　
松
本
く
ん
は
、
８
月
13
日

(

月)

に
和
歌
山
市
で
行
わ
れ
た

県
予
選
大
会
中
学
３
年
生
の

部
で
３
位
に
入
賞
し
、
近
畿

大
会
へ
の
出
場
を
決
め
た
も

の
で
す
。

　
こ
の
ほ
ど
南
部
中
３
年
、

荒
堀
恵
里
さ
ん
、
海
野
和
美

さ
ん
、
阪
本
緑
さ
ん
が
、
12
月

末
に
大
阪
府
で
行
わ
れ
る
Ｊ

Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
カ
ッ
プ
第
21
回
全
国
都
道

府
県
対
抗
中
学
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
へ
出
場
す
る
県
代
表
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長
く
「
ま
ち
の
お
医
者

さ
ん
」
と
し
て
慕
わ
れ
、
頼

り
に
さ
れ
て
、
今
年
６
月

に
亡
く
な
っ
た
森
上
文
一

さ
ん
（
北
道
）
に
、
内
閣
総

理
大
臣
か
ら
叙
勲
（
瑞
宝

双
光
章
）
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
昭
和
35
年
に

南
部
小
学
校
と
南
部
高
校

の
学
校
医
に
就
任
以
来
、

41

年
余
り
子
ど
も
た
ち
の

健
康
を
守
っ
て
き
た
こ
と
、

保
健
所
嘱
託
医
と
し
て
結

核
予
防
事
業
の
推
進
に
貢

献
し
て
き
た
こ
と
な
ど
を

た
た
え
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
な
お
、
こ
の
ほ
ど
森
上

さ
ん
の
ご
遺
族
か
ら
「
町

の
た
め
に
生
か
し
て
ほ
し

い
」
と
金
一
封
を
寄
贈
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
８
月
27
日(
月)

、
高
城
地
区

河
川
愛
護
会
（
代
表
・
大
前
崇

高
野
区
長
、
会
員
２
１
１
人
）

が
仁
坂
吉
伸
県
知
事
か
ら
感

謝
状
を
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
感
謝
状
は
、
県
が
毎

年
、
長
年
に
わ
た
っ
て
河
川

の
機
能
維
持
や
美
化
に
取
り

組
ん
で
い
る
河
川
愛
護
団
体

に
贈
っ
て
い
る
も
の
で
、
今

年
は
高
城
地
区
の
ほ
か
県
内

５
団
体
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
高
城
地
区
河
川
愛
護
会
は

平
成
９
年
に
設
立
以
来
、
毎

年
、
区
内
の
高
野
川
、
市
井
の

川
、
玉
川
、
南
部
川
周
辺
の
草

刈
り
や
ゴ
ミ
拾
い
な
ど
美
化

清
掃
を
行
っ
て
き
た
こ
と
を

賞
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
９
月
12
日(

水)

、
紀
州
梅
の

郷
救
助
隊
（
尾
﨑
剛
通
隊
長
）

に
、
山
下
清
次
県
日
高
振
興

局
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

川岸の草刈りに励む高城地区の皆さん

　
こ
の
感
謝
状
は
、
平
成
16

年
10
月
の
新
潟
県
中
越
地
震
、

今
年
３
月
の
石
川
県
能
登
半

島
地
震
、
７
月
の
新
潟
県
中

越
沖
地
震
と
、
大
規
模
な
地

震
に
み
ま
わ
れ
た
被
災
地
へ

何
回
も
出
動
し
て
骨
身
を
惜

し
ま
ぬ
真
摯
な
救
援
作
業
を

行
う
な
ど
、
同
隊
の
日
ご
ろ

の
活
動
を
た
た
え
て
の
も
の

山下県日高振興局長から感謝状を
受ける尾﨑隊長（町長室で）

　
８
月
19
日(

日)

、
白
浜
町
で

行
わ
れ
た
２
０
０
７
年
度
少

林
寺
拳
法
県
民
大
会
で
、
南

部
道
院
か
ら
次
の
12
組
と
２

団
体
が
入
賞
し
ま
し
た
。

■
組
演
武
　
▼
小
学
２
年
以

下
の
部
４
位
＝
庄
司
和
真
・

森
忠
大
、
同
５
位
＝
尾
崎
歩

夢
・
上
野
恵
吾
、
▼
同
３
年
の

部
１
位
＝
小
西
悠
介
・
龍
神

壮
汰
、
同
３
位
＝
沖
見
史
哉
・

小
谷
啓
介
、
▼
同
５
年
４
級

以
下
の
部
３
位
＝
谷
勇
気
・

丸
山
由
梨
乃
、
▼
同
５
年
３

級
以
上
の
部
２
位
＝
西
山
誠

司
・
宮
崎
太
一
、
▼
同
６
年
３

級
以
上
の
部
３
位
＝
和
田
吉

史
・
小
谷
直
也
、
同
５
位
＝
山

本
尚
章
・
東
川
幸
誠
、
▼
小
学

生
有
段
の
部
１
位
＝
羽
柿
健

大
・
中
村
心
哉
、
▼
中
学
生
有

段
の
部
３
位
＝
葛
城
元
・
沖

見
直
哉
、
▼
一
般
二
段
の
部

２
位
＝
上
野
章
・
児
玉
智
、
▼

一
般
女
子
二
段
の
部
３
位
＝

関
麻
那
美
・
岡
村
珠
世

■
団
体
演
武
　
▼
中
学
生
の

部
３
位
＝
沖
見
祐
紀
・
榎
佑

介
・
勝
本
卓
・
鈴
木
し
お
り
・

西
山
千
香
・
山
本
尚
章
、
▼
一

般
団
体
の
部
３
位
＝
江
向
泰

紀
・
久
保
富
一
・
竹
中
恵
介
・

谷
城
守
昭
・
堀
口
敏
寿
・
三
前

智
亮
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

　
な
お
、
11
月
４
日(

日)

、
東

京
都
で
行
わ
れ
る
創
始
60
周

年
記
念
全
国
大
会
の
組
演
武

小
学
生
有
段
の
部
に
羽
柿
・

中
村
組
、
同
一
般
４
段
以
上

女
子
チ
ー
ム
（
12
人
）
の
メ
ン

バ
ー
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
３
人
は
、
今
夏
、
南
中
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
部
が
県
大
会
準

優
勝
、
近
畿
大
会
３
位
、
全
国

大
会
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進

出
の
原
動
力
と
な
っ
た
こ
と

を
評
価
さ
れ
て
代
表
チ
ー
ム

入
り
し
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
ほ
ど
和
歌
山
地
方
法

務
局
と
県
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
が
県
内
の
小
学
校
を
対

象
に
行
っ
た
第
25
回
人
権
の

花
運
動
で
、
清
川
小
学
校
が

優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

ま
た
、
高
城
小
学
校
も
奨
励

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
（
応
募

は
１
０
１
校
、
そ
の
う
ち
最

優
秀
賞
５
校
、
優
秀
賞
38
校
、

奨
励
賞
58
校
）

　
な
お
、
清
川
小
学
校
が
優

秀
賞
を
受
賞
し
た
の
は
３
回

目
で
、
一
昨
年
に
は
最
優
秀

賞
も
受
賞
し
て
い
ま
す
。

松本悠佑くん

阪本緑さん　荒堀恵里さん　海野和美さん

優秀賞を受賞した清川小の６年生たち奨励賞受賞の高城小の子どもたち

 

●受験申込期間　 10 月 10 日(水)～ 11 月 9 日(金)
●受験申込先　みなべ町商工会本所(片町、℡ 72 - 3 2 2 5 )
　　　　　　　　　　〃　　　南部川分所(谷口、℡ 74 - 2 3 0 8 )
●受験料　５００円

　町内外を問わず、高校生以上ならどなたでも受験できます。自分の「みなべ愛」はどれ
くらいか試してみたい方、ふるって受験してください。
　出題は、町の特産品、自然、観光、歴史、文化財などの分野から 5 0 問( 5 0 点満点)です。
3 0 問以上正解の方に認定証を交付いたします。

試験

で
す
。

　　試験要項と申込書　試験要項と申込書　試験要項と申込書　試験要項と申込書　試験要項と申込書　
　は、　は、　は、　は、　は、町商工会本所と分町商工会本所と分町商工会本所と分町商工会本所と分町商工会本所と分
　所にあります。　所にあります。　所にあります。　所にあります。　所にあります。
　くわしくは、　くわしくは、　くわしくは、　くわしくは、　くわしくは、町商工会町商工会町商工会町商工会町商工会
　　へお問い合わせく　　へお問い合わせく　　へお問い合わせく　　へお問い合わせく　　へお問い合わせく
　　　ださい。　　　ださい。　　　ださい。　　　ださい。　　　ださい。



の
転
倒
や
落
下
か
ら
身
を
守

る
た
め
に
丈
夫
な
机
の
下
な

ど
の
隠
れ
て
く
だ
さ
い
。
あ

わ
て
て
建
物
の
外
に
飛
び
出

す
と
、
か
え
っ
て
危
険
で
す
。

ま
た
、
火
元
か
ら
離
れ
た
と

こ
ろ
に
い
た
時
に
は
無
理
に

火
を
消
そ
う
と
せ
ず
、
ま
ず

自
分
の
身
を
守
る
こ
と
を
優

先
し
ま
し
ょ
う
。

　
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
倒
壊
、
看

板
や
割
れ
た
ガ
ラ
ス
の
落
下

に
注
意
し
て
、
建
物
の
そ
ば

か
ら
離
れ
ま
し
ょ
う
。

　
あ
わ
て
て
急
ブ
レ
ー
キ
を

か
け
て
減
速
す
る
と
追
突
の

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
ハ
ザ
ー

ド
ラ
ン
プ
を
点
灯
し
て
、
周

り
の
車
に
注
意
を
促
し
て
か

ら
、
緩
や
か
に
ス
ピ
ー
ド
を

落
と
す
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
落
石
や
崖
崩
れ
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

　
但
し
、
こ
の
速
報
に
は
、
次

の
よ
う
な
限
界
も
あ
り
ま
す
。

①
震
源
の
近
く
の
観
測
を
基

に
作
成
す
る
た
め
、
震
源
に

近
い
地
域
で
は
間
に
合
わ
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

②
素
早
く
伝
え
る
こ
と
を
第

一
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
震

源
近
く
の
少
な
い
観
測
デ
ー

タ
し
か
な
い
段
階
で
も
情
報

を
作
成
し
ま
す
。
で
す
か
ら
、

予
測
す
る
震
度
な
ど
に
誤
差

が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
緊
急
地
震
速
報
に
つ
い
て

の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

気
象
庁
地
震
火
山
部
管
理
課

（
〒
１
０
０-

８
１
２
２ 

東

京
都
千
代
田
区
大
手
町
１
丁

目
３
番
４
号
、
℡
０
３-

３
２

１
２-

８
３
４
１
）
へ
。

▽
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://www.jma.go.jp/

▽
緊
急
地
震
速
報
に
つ
い
て

http://www.seisvol.kishou.
go.jp/eq/EEW/kaisetsu/
index.html
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10
月
１
日(
月)

か
ら
、
気
象

庁
が
「
緊
急
地
震
速
報
」
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。
こ
の
速

報
は
、
最
大
震
度
５
弱
以
上

と
推
定
し
た
地
震
の
際
に
、

強
い
揺
れ
（
震
度
４
以
上
）
の

地
域
の
名
前
を
、
揺
れ
が
来

る
前
に
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な

ど
で
知
ら
せ
る
も
の
で
す
。

　震源近くで地震(Ｐ波、初期微動)をキャッチし、位置、規模、想定される揺
れの強さを自動計算します。そして、地震による強い揺れ(Ｓ波、主要動)が始
まる数秒～数十秒前に、素早く知らせします。
　但し、震源に近い地域では、速報が強い揺れに間に合わないことがあります。

　
速
報
が
出
さ
れ
て
か

ら
実
際
に
強
い
揺
れ
が

く
る
ま
で
の
時
間
は
、

わ
ず
か
数
秒
か
ら
十
数

秒
で
す
。
速
報
を
聞
い

て
か
ら
ど
う
し
た
ら
よ

い
か
考
え
る
余
裕
は
ほ

と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

で
す
か
ら
、
日
ご
ろ
か

ら
様
々
な
場
面
で
速
報

を
見
た
り
聞
い
た
り
し

た
時
の
行
動
を
考
え
て

お
き
た
い
も
の
で
す
。

　
実
際
に
速
報
を
見
聞

き
し
た
時
、
「
周
囲
の

状
況
に
応
じ
て
、
あ
わ

て
ず
に
、
ま
ず
身
の
安

全
を
確
保
す
る
」
こ
と

が
先
決
で
す
。

　
家
の
中
で
は
、
家
具
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９
月
２
日(

日)

朝
、
町
は
第

３
回
町
内
一
斉
防
災
訓
練
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
ち
ょ
う
ど
訓
練

の
時
間
を
狙
い
す
ま
し
た
よ

う
に
激
し
く
降
っ
た
雨
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
子
ど
も
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
４
８
４
２
人
、

全
町
民
の
約
33
％
が
参
加
し

ま
し
た
。
（
第
１
回
の
参
加
者

は
４
３
１
９
人
、
第
２
回
は

５
１
５
３
人
）

　
当
日
行
わ
れ
た
訓
練
は
、

各
区
の
そ
れ
ぞ
れ
の
避
難
場

所
へ
の
参
集
の
ほ
か
、
次
の

通
り
で
す
。〔(

 
)
内
は
実
施

地
区
〕　

▼
日
高
広
域
消
防
に

よ
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
と
心
肺
蘇

生
法
講
習
（
堺
）、
▼
初

期
消
火
訓
練
（
消
火
器

の
使
い
方
）（
埴
田
）、
▼

給
水
訓
練
（
片
町
）、
▼

初
期
消
火
訓
練
（
バ
ケ

ツ
リ
レ
ー
な
ど
）
（
新

町
）、
▼
初
期
消
火
訓
練

（
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
）
・
ビ

デ
オ
鑑
賞
（
北
道
）、
▼

初
期
消
火
訓
練
（
南

道
）、
▼
資
機
材
の
使
用

方
法
説
明
・
ビ
デ
オ
鑑

賞
（
芝
）、
▼
鎌
田
池
埋

め
立
て
地
見
学
・
炊
き

出
し
訓
練
（
東
吉
田
）
、
▼
自

主
防
災
・
意
見
交
換

会
（
気
佐
藤
）、
▼
初

期
消
火
訓
練
（
千
鹿

浦
）、
▼
桜
川
水
門
開

閉
訓
練
・
日
高
広
域

消
防
に
よ
る
ビ
デ
オ

鑑
賞
と
講
話
「
電
気

火
災
実
験
」（
山
内
）、

▼
消
火
栓
の
位
置
確

認
・
初
期
消
火
訓
練

（
徳
蔵
）
、
▼
初
期
消

火
訓
練
（
滝
）、
▼
消

火
栓
の
確
認
・
初
期

消
火
訓
練
（
熊
瀬

川
）、
▼
ビ
デ
オ
鑑
賞

（
高
野
）
、
▼
初
期
消

「これを使えば助かる確率がぐんと高くなります」。堺区
で行われたＡＥＤ(自動対外式除細動器)講習会

「本当の災害のときは、これでは足りんけど」
と、給水車からペットボトルに水をくむ片町
区の皆さん

東
吉
田
区
で
は
、
婦
人
防

火
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
が
今

回
も
炊
き
出
し
訓
練
を
行

い
、
参
加
者
に
お
に
ぎ
り

を
ふ
る
ま
い
ま
し
た
。

清川区では、日赤和歌山事業推進課・山本誠一郎課長を講師に迎
え、阪神大震災での出動体験をふまえた災害発生時の対応につい
て区民約200人が熱心に聞きました。

「
も
し
か
の
時
は
こ
こ
か
ら
放
水
し
て

く
だ
さ
い
」。
熊
瀬
川
区
で
は
、
消
火

栓
か
ら
放
水
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

火
訓
練
（
東
神
野
川
）
、
▼
消

火
栓
の
位
置
確
認
・
防
災
研

修
会
「
災
害
発
生
時
の
初
期

対
応
等
に
つ
い
て
」
（
清
川
）

　

山
内
区
で
は
、
桜
川
の
水
門
の
開
閉

訓
練
を
行
い
ま
し
た



会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
同
委
員
と
し
て
次
の
方
々

を
選
任
す
る
こ
と
が
同
意
さ

れ
ま
し
た
。
（
任
期
は
３
年
）

▽
松
下
忠
弘
さ
ん
（
芝
）

▽
河
本
　
武
さ
ん
（
東
吉
田
）

▽
串
野
勝
一
さ
ん
（
清
川
）

〔
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

と
は
↓
町
の
固
定
資
産
税
課

税
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
価
格

（
評
価
額
）
に
対
す
る
不
服
申

出
に
つ
い
て
審
査
決
定
を
す

る
機
関
で
す
〕

●
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

に
つ
い
て

　
同
委
員
と
し
て
寺
谷
崇
さ

ん
（
清
川
）
を
任
命
す
る
こ
と

が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
寺
谷

さ
ん
は
２
期
目
で
す
。
（
任
期

は
４
年
）

■
平
成
18

年
度
財
団
法
人
み

な
べ
町
開
発
公
社
事
業
報
告

及
び
決
算
報
告
並
び
に
平
成

19

年
度
事
業
計
画
及
び
予
算

報
告
に
つ
い
て

　
同
開
発
公
社
の
そ
れ
ぞ
れ

の
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。
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一
般
会
計
と
次
の
特
別
会

計
の
歳
入
歳
出
決
算
が
認
定

さ
れ
ま
し
た
。
く
わ
し
い
内

容
は
広
報
11
月
号
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

▽
特
別
会
計
　
国
民
健
康
保

険
・
老
人
保
健
・
介
護
保
険
・

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事

業
・
鶴
の
湯
・
農
業
集
落
排

水
事
業
・
公
共
下
水
道
事
業
・

簡
易
水
道
事
業
・
水
道
事
業

■
小
倉
谷
地
区
農
免
農
道
整

備
（
そ
の
４
）
工
事
請
負
変

更
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
㈱
大
木
建
設
（
熊
岡
）
が
現

在
、
小
倉
谷
地
区
で
行
っ
て

い
る
同
工
事
の
請
負
契
約
額

に
つ
い
て
、
４
７
２
万
５
千

円
を
増
額
し
５
７
２
２
万
５

千
円
で
変
更
契
約
を
締
結
す

る
こ
と
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
町
道
新
殿
開
南
部
川
線
橋

梁
新
設
（
そ
の
１
）
工
事
及

び
町
道
新
殿
開
南
部
川
線
橋

梁
新
設
（
そ
の
２
）
工
事
請
負

契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
指
名
競
争
入
札
の
結
果
、

同
工
事
（
そ
の
１
）
を
４
１
９

４
万
７
５
０
０
円
で
、
同
工

事
（
そ
の
２
）
を
５
２
６
０
万

５
千
円
で
、
㈱
寺
本
建
設(

晩

稲)

と
契
約
を
締
結
す
る
こ
と

が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
町
道
新
殿
開
南
部
川
線
橋

梁
新
設
（
そ
の
３
）
工
事
請
負

契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
同
工
事
に
つ
い
て
、
指
名

競
争
入
札
の
結
果
、
㈱
池
田

土
木(

芝
崎)

と
１
億
７
６
２

万
５
千
円
で
契
約
を
締
結
す

る
こ
と
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
町
道
滝
線
道
路
改
良
（
そ

の
２
）
工
事
請
負
契
約
の
締

結
に
つ
い
て

　
同
工
事
に
つ
い
て
、
指
名

競
争
入
札
の
結
果
、
杉
谷
産

業
㈱(

谷
口)

と
６
１
９
５
万

円
で
契
約
を
締
結
す
る
こ
と

が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
物
品
売
買
契
約
の
締
結
に

つ
い
て

　
南
部
小
学
校
新
築
校
舎
へ

の
備
品
納
入
に
つ
い
て
、
指

名
競
争
入
札
の
結
果
、
㈱
う

え
だ(

芝)

と
１
７
７
４
万
５

千
円
で
契
約
を
締
結
す
る
こ

と
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
西
本
庄
浄
水
場
急
速
ろ
過

機
設
置
工
事
請
負
契
約
の
締

結
に
つ
い
て

　
同
工
事
に
つ
い
て
、
指
名

競
争
入
札
の
結
果
、
ア
タ
カ

大
磯
㈱(
大
阪
市)

と
９
２
８

０
万
９
５
０
０
円
で
契
約
を

締
結
す
る
こ
と
が
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

■
政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め

の
み
な
べ
町
長
の
資
産
等
の

公
開
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
10
月
１
日
か
ら
の
郵
政
民

営
化
に
伴
い
、
条
文
中
か
ら

「
郵
便
貯
金
」
の
字
句
を
削
る

な
ど
、
条
例
を
改
め
る
こ
と

が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
平
成
19
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
に
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
１
５
５
０

万
２
千
円
を
増
額
し
、
総
額
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億
１
７
１
０
万
円
と
す
る

こ
と
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
歳
入
は
、
国
庫
支
出
金
１

億
２
３
１
１
万
６
千
円
、
県

支
出
金
４
９
９
６
万
９
千
円
、

前
年
度
繰
越
金
１
８
４
９
万

６
千
円
な
ど
で
す
。
な
お
、
町

債(

町
の
借
金)

を
８
６
４
０

万
円
減
額
し
ま
し
た
。

　
歳
出
は
左
ペ
ー
ジ
上
の
表

の
通
り
で
す
。

■
平
成
19
年
度
国
民
健
康
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
に
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
７
６
０
万
４
千

円
を
増
額
し
、
総
額
19
億
２

４
４
６
万
円
と
す
る
こ
と
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
歳
入
は
前
年
度
繰
越
金
で

す
。
歳
出
は
、
精
算
の
結
果
、

国
な
ど
か
ら
平
成
18
年
度
補

助
金
を
交
付
さ
れ
過
ぎ
て
い

た
た
め
返
還
す
る
も
の
で
す
。

■
平
成
19
年
度
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
に
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
１
７
６
７
万
６

千
円
を
増
額
し
、
総
額
９
億

８
３
０
７
万
２
千
円
と
す
る

こ
と
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
歳
入
は
、
支
払
基
金
交
付

金
２
０
８
万
９
千
円
、
前
年

度
繰
越
金
１
５
５
８
万
７
千

円
で
す
。
歳
出
は
、
国
保
特
別

会
計
と
同
様
で
す
。

■
平
成
19
年
度
農
業
集
落
排

水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
に
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
５
７
８
万
２
千

円
を
増
額
し
、
総
額
２
億
６

３
１
７
万
８
千
円
と
す
る
こ

と
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
歳
入
は
、
分
担
金
及
び
負

担
金
６
０
０
万
円
な
ど
で
す
。

な
お
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰

入
金
を
１
５
９
万
５
千
円
減

額
し
ま
し
た
。

　
歳
出
は
、
晩
稲
熊
岡
地
区

農
業
集
落
排
水
工
事
請
負
費

６
０
０
万
円
、
職
員
異
動
に

伴
う
人
件
費
の
減
な
ど
で
す
。

■
平
成
19
年
度
公
共
下
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
か
ら
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
１
６
万
円

を
減
額
し
、
総
額
７
億
３
２

７
４
万
１
千
円
と
す
る
こ
と

が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
歳
入
は
一
般
会
計
か
ら
の

繰
入
金
の
減
額
で
す
。
歳
出

は
職
員
異
動
に
伴
う
人
件
費

の
減
な
ど
で
す
。

■
平
成
19
年
度
簡
易
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
に
歳
入
歳

　
平
成
19
年
第
３
回
定
例
町
議
会
が
９
月
10
日(

月)

〜
21
日(

金)

ま
で
開
会
さ
れ
ま
し
た

(
会
期
は
12
日
間)

。
こ
の
定
例
会
で
は
、
平
成
18
年
度
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

案
10
件
、
各
工
事
請
負
の
契
約
締
結
な
ど
13
議
案
、
教
育
委
員
の
任
命
な
ど
の
４
同
意

案
が
上
程
さ
れ
、
慎
重
審
議
の
結
果
い
ず
れ
も
認
定
、
可
決
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

出
そ
れ
ぞ
れ
４
０
０
万
円
を

増
額
し
、
総
額
２
億
４
１
５

６
万
６
千
円
と
す
る
こ
と
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
歳
入
は
分
担
金
及
び
負
担

金
で
す
。
歳
出
は
県
道
改
良

に
伴
う
水
道
管
復
旧
工
事
負

担
金
で
す
。

●
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

↑

主　　　　　な　　　　　内　　　　　容
　
　
紀州３人っこ施策 妊婦健診費助成 243 万円(13 ページをご覧ください）
不法投棄防止設備設置委託料 2 0 0 万円
地域エネルギービジョン策定等業務委託料 6 0 0 万円　ほか
梅干成分測定装置 2 7 3 万円　ほか
高速道路関連工事負担金 2 3 4 万 4 千円
（町営住宅) 公共下水事業加入負担金 7 1 4 万 5 千円　ほか
　
（岩代小) ボーリング調査委託料 2 8 0 万円
青少年センター移転に伴うＪＲ南部駅舎改修工事費など 785 万円 ほか
現年発生農業施設災害復旧工事請負費 4 , 6 5 9 万 9 千円
現年発生公共土木施設災害復旧工事請負費 1 , 1 0 0 万円 ほか

項　　目
総 務 費
民 生 費
衛 生 費

農林水産業費
土 木 費

消 防 費
教 育 費

災 害 復 旧 費

歳出合計

補 　正　 額
△ 7 7 4 万 6 千円

△ 5 7 1 万円
2,403 万円

55 6 万 9 千円
1,896 万 6 千円

65 4 万 1 千円
1,132 万 2 千円

6,253 万円

1 億 1,550 万 2 千円

　青少年センターは、旧住民会館内にありましたが、会館の老朽
化が激しいため、早急に他への移転が必要になりました。
　移転先として、児童生徒も普段利用し、青少年の健全育成のた
め地域と連携して活動する場として、ＪＲ南部駅舎が適している
ため、ＪＲから無償で借り受けることになりました。しかし、今
のままでは使用できないので、町が駅舎内の改修や電機設備の移
動などを行います。その改修などが完了するまでの間、青少年セ
ンターは今月から、生涯学習センター内（谷口）に移転します。
なお、移転後の同センターへの電話は℡ 7 4 - 3 1 3 4 へお願いしま
す。〔教育学習課( 1 階) へつながりますので、「青少年センターへ」
と言ってください〕
　また、同じく旧住民会館内にあった教育相談室は、当分の間、
閉室します。もし、子どもさんの教育などについて相談したいこ
とがあればご遠慮なく教育学習課( 2 階)（℡ 7 4 - 2 1 9 1 ) へどうぞ。

教育委員
　寺谷　崇さん

※同じく旧住民会館内にあったメンタルフレンドは、　南部保育所近くの
　猪野集会所内へ移転しています。（くわしくは９ページをご覧ください）



　９月 1 8 日( 火) 、不登校などの子どもたちが気軽に集える場、
メンタルハウスが芝崎、猪野集会所内に開設されました。こ
れは、町民生委員児童委員協議会がひきこもり・不登校など
の子どもたちのへの支援対策事業の一環として、平成 1 4 年
1 0 月から開始したメンタルフレンドの拠点です。これまで旧
住民会館内にありましたが、同会館が老朽化してきたため
引っ越したものです。
　メンタルハウスには、何でも相談できる、指導員の片岡隆
昭さん( 谷口) 、ボランティアカウンセラーでメンタルケア心
理士の宮﨑多美子さん( 南道) がいます。もし、悩んでいるこ
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　９月９日( 日) 、運動会シーズンのトップを切って、南部中学校と上南部中学校で運動会が行わ
れました。暦の上では秋とはいえ、うだるような暑さの中、生徒たちはつめかけた保護者などか
ら応援を受けながら、汗をかきかきがんばっていました。また、1 4 日( 金) には上南部保育所で、お
じいちゃんおばあちゃんを招待してミニミニ運動会があり、園児たちも一生懸命がんばりました。

「もっとひっぱれ、
ひっぱれ！」。南部
中学校で

▲

「太鼓の練習の成果を
見てください」。上南
部中学校で ▼

▲

「
は
し
れ
、
は
し
れ
」。

上
南
部
保
育
所
で

　８月 3 0 日( 木) 、上南部中学校の全校生徒を対象に平和学習
会「紛争地の人々と暮らし」が生涯学習センターで行われま
した。生徒たちは、授業で使っている地図帳を見ながら、講
師の朝日新聞記者・小倉いづみさんの「イラクの人たちが日
本に好印象を抱いているのは、トヨタやソニーの製品への信
頼感から」「将来いろんな国々へ行って視野を広げてほしい」
という話に聴き入っていました。

　９月６日(木)、７日( 金)、平成 1 9 年度近畿地
区社会教育研究大会が紀州南部ロイヤルホテ
ルで開かれ、近畿各地から約 9 0 0 人が参加し
て、さまざまな地域の課題解決のための社会
教育のあり方などについて話し合いました。
　なお、開会前のアトラクションとして、高

城中学校１年生による炭琴演奏、県指定無形民俗文化財である清川・
名之内の獅子舞が披露され、会場から大きな拍手が送られました。

メンタルハウスは南部保育所の近くです

　９月 1 8 日( 火) 、わかやまシニアエクササイズサ
ポーター養成講座がふれ愛センターで行われ、介
護予防おたっしゃ運動教室「我ら梅の里寝込まん
ず」１・２期生のうち 2 5 人が、おさらいとして
講義や実技を受講しました。
　このエクササイズ( 運動プログラム) を考案した
和歌山大学教授、本山貢教授が講師を務め、参加
者は「自分の体力に合った運動を無理せず長く続
けていくことが大切。皆さんがこれまでこの教室
で習得したことを、身の回りからどんどん末広が
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●果ての花火(松井今朝子)●宿命
(小杉健治)●女ですもの(内田春
菊・よしもとばなな)●海に帰る日
(J･ﾊﾞﾝｳﾞｨﾙ)●不都合な真実ＥＣＯ
入門編(ｱﾙ･ｺﾞｱ)●農のある人生(瀧
井宏臣)●菊五郎の色気(長谷部浩)
●精選 折々のうた上中下(大岡信)●
日本に生きるということ(川田龍
平)

　ファーストフードの元祖、
寿司。寿司ネタの説明、おい
しい食べ方が、季節ごとに、
カラーで紹介されています。
あのおいしい玉子焼きのヒ
ミツも！

上南部分館・大人向け
●おしゃべり目玉の貫太郎(鈴木公
子)●自分にふさわしい場所(谷郁
雄･言葉 /ホンマタカシ･写真)●ウ
ミウシ(今本淳･写真)

　お金はかけたくない、で
も、みんなとは一味ちがった
暮らし、おしゃれを楽しみた
い。そんな人に、おすすめ。
化粧用のパフやマーカーで、
キャンパス地の袋も白い靴
も、自分だけのおしゃれなア
イテムに早変わりですよ！

ゆめよみ館・大人向け

パ
パ
、お
寿
司
食
べ
た
い
！

上南部分館・子ども向け
●セーラーとペッカ、町へ行く(Y･
ﾉｰﾄﾞｽﾄﾘｭｰﾑ)●もりでうまれた女の
子(礒みゆき)●虫のこどもたち
(新開孝･写真)

　「かわいがられてうれしい。
かわいがってうれしい」。こ
の喜びを親子でたくさん交換
するのが、「かわいがり子育
て」。児童精神科医として相
談や勉強会に携わってきた著
者が、子どもも親も幸せにな
る子育てについて述べていま
す。読めば、かわいがり上手
になります！

か
わ
い
が
り
子
育
て

佐
々
木
正
美(

大
和
書
房)

我那覇陽子・辻岡ピギー
　　　　　    (雄鶏社)

ゆめよみ館・子ども向け
●旅ねずみ(松居スーザン)●Ｇｏ
ｏｇｌｅＥａｒｔｈで地理学習
(塩飽晴海)●アルファベットガー
ルズ(J･ｳｲﾙｿﾝ)●メグとモグ(J･ﾋﾟｴ
ﾝｺﾌｽｷｰ)●チャンスがあれば(チャ
ンスの会)●あるひあひるがあるい
ていると（二宮由起子)●ミサコの
被爆ピアノ(松谷みよ子)●ほらふ
き男爵の冒険(G･A･ﾋﾞｭﾙｶﾞｰ)●涙の
タトゥー(G・ﾌﾚｲﾏﾝ=ｳェｱ)●だれ
でも知っているあの有名なももた
ろう(五味太郎)

入
江
和
夫(

文
藝
春
秋)

パフパフ・ステンシル

(生涯学習センター内)

 1 日(月) 休館
 6日(土) わくわくタイム(10:30 ～)、
　おはなし会(14:00 ～)
 8 日(月) 休館（体育の日）
 9 日(火) 休館
11日(木) ちいさいひとのためのおは
　なし会(10:30～)
13 日(土) おはなし会(14:00 ～)
15 日(月) 休館
20 日(土) おはなし会(14:00 ～)
22 日(月) 休館
25日(木) ちいさいひとのためのおは
　なし会(10:30～)
27日(土) ビデオ上映会(10:30～)、　
　おはなし会(14:00～)、落語ワール
　ドへようこそ(15:00～)
29 日(月) 休館
31 日(水) 休館(月末整理日)
11 月 3 日(土) 文化の日・特別開館日
11 月 5日(月) 休館

　「図書館は本を借りるだ
けの所」って思っていませ
んか。いえいえ、図書館は
貸出以外にも、さまざまな
活動をしているのです。

　ですから、ご遠慮なく声をおかけください。質
問された方のお名前は残りませんので、気軽にご
相談ください。
　一例として、これまでいただいた質問には次の
ようなものがありました。
・バッタは冬のあいだ、どうしているの。
・竹、笹には殺菌効果があるの。
・「馬子」のイントネーションを知りたいが。

　子どもたちに本の楽しさを届けるおはなし会
やブックトーク、本好きの輪を広げるための各
種企画、図書館利用が不便な方のために分室や
遠隔地の学校への配本や本の朗読、そして、リ
ファレンス、調べもののお手伝いがあります。
　「知りたいな、でも何から調べたら…」、そん
なときは図書館が調べもののお手伝いをします。
調べがついて喜んでいただけたら、それが図書
館員の喜びです。調べがつかない難問もありま
すが、参考図書を手がかりに何かのヒントを得
ていただけるかもしれません。また、図書館に
とっては、さまざまな質問を寄せていただくこ
とは、蔵書の質の向上につながります。

　笑うことは一番の健康法だそうです。お誘い合
わせてご来場いただき、大いに笑ってください。
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ご
み
は
、
私
た
ち
が
生
活

す
る
上
で
多
か
れ
少
な
か
れ

必
ず
出
ま
す
が
、
私
た
ち
は

ル
ー
ル
を
守
っ
て
ご
み
の
処

理
を
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
悲
し
い
こ
と
で

す
が
、
中
に
は
ル
ー
ル
を
守

ら
な
い
人
が
い
ま
す
。
そ
の

人
た
ち
は
み
な
べ
の
山
や

川
、
海
へ
、
ま
た
、
町
な
か

の
道
端
へ
こ
っ
そ
り
と
ご
み

を
捨
て
…
。
こ
の
人
た
ち

だ
っ
て
、
山
、
川
、
海
、
町

な
か
へ
ご
み
を
違
法
に
捨
て

る
の
は
悪
い
こ
と
だ
と
分

か
っ
て
い
る
は
ず
な
の
に
、

な
ぜ
捨
て
る
の
で
し
ょ
う
か

…
。
分
別
が
面
倒
く
さ
い
か

ら
？
指
定
袋
の
お
金
が
も
っ

た
い
な
い
か
ら
？

スーパーマーケットの袋
に入れられ、道端に放置
されたごみ。悲しいこと
ですが町のあちこちで見
られます。（写真のごみは
近くの住民が自宅の指定
袋に入れて排出しました）

10 月 22 日(月)

10 月 23 日(火)

10 月 24 日(水)

10 月 28 日(日)

高 城 公 民 館

清 川 球 場 駐 車 場

須賀橋上流河川敷

晩 稲 広 場 駐 車 場

共 和 球 場 駐 車 場

岩代集出荷場駐車場

堺 漁 港 駐 車 場

役場第１庁舎駐車場

 8:30～ 10:30

 8:30～ 10:30

 8:00～ 10:00

 8:00～ 10:00

13:00～ 15:00

 8:00～ 10:00

13:00～ 15:00

 8:00～ 11:00

10 月 25 日(木)

10 月 26 日(金)

拠 点 回 収 日 時 拠 点 回 収 場 所

住
民
環
境
課
で
は
、
不

法
投
棄
で
お
困
り
の
方

に
不
法
投
棄
防
止
啓
発

看
板
を
無
料
で
配
布
し

て
い
ま
す
。
お
気
軽
に

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
社
会
は
み

ん
な
が
ル
ー

ル
を
守
っ
て
こ
そ
潤
滑
に
進

ん
で
い
き
ま
す
。
ご
み
を
き

ち
ん
と
分
別
す
る
こ
と
、
そ

し
て
、
指
定
袋
に
入
れ
る
べ

き
も
の
は
入
れ
て
収
集
日
に

排
出
す
る
こ
と
は
、
ほ
と
ん

ど
の
方
が
当
た
り
前
に
行
っ

て
い
る
ル
ー
ル
で
す
。

　
ご
み
は
絶
対
、
違
法
に
捨

て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
も
し
、
違
法
に
捨
て
て
い

る
の
を
見
た
り
聞
い
た
り
し

た
と
き
は
、
住
民
環
境
課
・
環

境
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　
家
庭
の
粗
大
ご
み
と
、
使

え
な
く
な
っ
た
農
機
具
類
の

有
料
拠
点
回
収
を
、
表
の
通

り
町
内
各
地
で
行
い
ま
す
の

で
、
都
合
の
い
い
日

時
、
場
所
で
拠
点
回
収

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

粗
大
ご
み
と
農
機
具
の

種
類
や
料
金
な
ど
く
わ

し
く
は
、
こ
の
広
報
紙

と
一
緒
に
お
届
け
し
た

チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

（
テ
レ
ビ
・
冷
蔵
庫
・
洗

濯
機
・
エ
ア
コ
ン
の
家

電
リ
サ
イ
ク
ル
対
象
製

品
も
引
き
取
り
ま
す
）

　
な
お
、
　
小
雨
決
行

で
す
が
、
大
雨
な
ど
荒

天
の
た
め
中
止
す
る
場

合
は
町
内
放
送
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。



　
ま
た
、
学
校
法
人
白
梅
幼

稚
園
（
晩
稲
）
も
、
左
記
の

通
り
来
年
度
入
所(

園)

希
望

児
を
募
集
し
ま
す
。

◆

(

３
歳
児)

20
人
程
度

（
来
年
度
途
中
で
３
歳
に
な

る
お
子
さ
ん
も
、
随
時
入
園

の
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
）

(

４
歳
児)

20
人
程
度

(

５
歳
児)

20
人
程
度

◆

　
来
年
１

月
末
ま
で

12

　
町
内
の
各
保
育
所(

園)

と

幼
稚
園
が
、
来
年
度
入
所

(

園)

希
望
児
を
そ
れ
ぞ
れ
次

の
通
り
募
集
し
ま
す
。

　
平
成
20
年
度
、
町
立
小
学

校
へ
の
新
入
学
予
定
児
童

（
平
成
13
年
４
月
２
日
〜
14

年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
の
就

学
時
健
康
診
断(

内
科
・
歯

科
・
知
能
検
査
な
ど)

が
次

の
通
り
行
わ
れ
ま
す
。

〔(
 
)

内
は
８
月
10
日
現
在
の

新
入
学
予
定
児
童
数
〕

●
南
部
小
学
校
（
62
人
）
　

　
10
月
23
日(

火)

　
　
受
付 

午
後
１
時
〜

●
岩
代
小
学
校
（
10
人
）

　
10
月
31
日(

水)

　
　
受
付 

午
後
１
時
〜

●
上
南
部
小
学
校
（
52
人
）

　
　
11
月
７
日(

水)

　
　
受
付 

午
後
１
時
〜

●
高
城
小
学
校
（
14
人
）
　

　
11
月
７
日(

水)

　
　
受
付 

午
後
１
時
〜

●
清
川
小
学
校
（
５
人
）
　

　
11
月
21
日(

水)

　
　
受
付 

午
後
１
時
15
分
〜

※
く
わ
し
く
は
、
入
学
予
定

児
童
の
お
家
へ
送
付
す
る
案

内
通
知
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
教
育
学
習
課
へ
。

◆

（
平
成
14
年
４
月
２
日

〜
15
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

　
　
45
人
程
度
（
在
園
児
除
く
）

（
平
成
15
年
４
月
２
日

〜
16
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

　
　
５
人
程
度
（
在
園
児
除
く
）

（
平
成
16
年
４
月
２
日

〜
17
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

　
　
　
20
人
程
度

※
定
員
を
超
え
た
と
き
は
、

抽
選
に
な
り
ま
す
。

◆

　

 

10
月
５
日
（
金)

〜
25
日
（
木
）

◆◇
南
部
幼
稚
園
（
片
町
・
℡

72-

２
３
５
８
）

◇
教
育
学
習
課
（
谷
口
・
℡

74-

２
１
９
１
）

※
入
園
願
書
は
南
部
幼
稚

園
、
教
育
学
習
課
、
住
民
環

境
課
窓
口
、
高
城
公
民
館
、

清
川
公
民
館
に
あ
り
ま
す
。

◆

　
年
中
・
年
長
児
を

対
象
に
、
５
月
〜
翌
年
３
月

ま
で
預
か
り
保
育
を
行
っ
て

い
ま
す
。
〔
預
か
り
保
育
↓

月
・
火
・
木
・
金
曜
日
の
保
育
終

了
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
。
費

用
は
別
途
必
要
。
但
し
、
長
期
休

業
中
は
実
施
し
ま
せ
ん
〕

◆　
小
学
校
入
学
前
ま
で
で
、

●
お
う
ち
の
人
全
員
が
昼
間

外
に
働
き
に
行
っ
て
い
る
、

●
お
う
ち
の
人
が
家
に
い
る

が
、
家
事
以
外
の
仕
事
を
し

て
い
る
、
な
ど
の
理
由
で
、

家
庭
だ
け
で
は
保
育
が
難
し

い
お
子
さ
ん

◆◇
愛
之
園
保
育
園
（
埴
田
・

℡
72-

２
３
７
１)

◇
南
部
保
育
所
（
東
吉
田
・

℡
72-

４
５
２
０)

◇
ひ
か
り
保
育
所
（
東
岩

代
・
℡
72

-

３
０
１
９)

◇
上
南
部
保
育
所
（
東
本

庄
・
℡
74

-

３
０
２
２)

◇
高
城
保
育
所
（
広
野
・
℡

75-

２
０
４
４)

◇
清
川
保
育
所
（
清
川
・
℡

　
お
子
さ
ん
の
入
所(

園)

を

希
望
さ
れ
る
お
う
ち
の
皆
さ

ん
は
そ
れ
ぞ
れ
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

76-
２
２
５
１)

◆　
10
月
９
日(
火)
〜
26
日(

金)

◆◇
入
所(

園)

申
込
書

◇
就
労
証
明
書

※
申
込
書
や
案
内
書
な
ど
は

左
記
の
申
し
込
み
先
に
あ
り

ま
す
。
く
わ
し
く
は
案
内
書

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆◇
各
保
育
所

◇
役
場
第
１
庁
舎(

芝)

・
第

２
庁
舎(

谷
口)

の
住
民
環
境

課
窓
口

◆◇
第
１
庁
舎
住
民
環
境
課

(

℡
72-

２
１
６
１)

◆

　
学
校
法
人

白
梅
幼
稚
園
（
℡
74

-

３
２

３
１
、
Fax
74-

８
０
１
６)

◆

　
私
立
就
園
奨
励
費

制
度
が
あ
り
ま
す
。
入
園
料

は
不
要
で
す
。

◇
休
園
日
　
日
曜
日
、
祝

日
、
第
２
・
第
４
土
曜
日
、

春
・
夏
・
冬
休
み

◇
保
育
時
間
な
ど
　
朝
８
時

ご
ろ
開
門
〜
降
園
は
午
後
３

時
（
６
月
の
み
午
後
４
時
。

土
曜
日
は
午
前
11
時
）
（
た

だ
今
、
降
園
後
の
預
か
り
保

育
を
検
討
中
で
す
）
給
食
有

（
副
食
の
み
）
。
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（直通電話）

役場への電話は、時間短縮
　のためにも、できるだけ用事のある
　課の直通番号へかけてください。

住民環境課
税 務 課
保健福祉課
産 業 課
会 計 課
共通ＦＡＸ
総 務 課
検 査 室
共通ＦＡＸ
議会事務局
Ｆ Ａ Ｘ
う め 課
建 設 課
共通ＦＡＸ
保健福祉課

72-2161
72-2162
72-2544
72-1337
72-2596
72-3893
72-2015
72-2142
72-1223
72-1334
72-1335
74-3276
74-3277
74-2367
74-3337

第１庁舎

第２庁舎

生涯学習
センター

１階

２階

１階

１階

１階

２階

浄化センター

３階

(第2庁舎隣)

(第１庁舎隣)

72-3085
72-3605
72-4187
74-3134
74-3334
74-2418
74-2191
74-3621

(保健福祉
 センター)

地域包括支援
セ ン タ ー

Ｆ Ａ Ｘ

Ｆ Ａ Ｘ
教育学習課
中央公民館
共通ＦＡＸ
教育学習課
Ｆ Ａ Ｘ

74-8065
72-1165

74-8013

高城公民館（高城支所）

清川公民館（清川支所）

南部公民館

南部公民館岩代分館
図書館（ゆめよみ館）

うめ振興館
うめ21研究センター
紀州備長炭振興館

デイサービス ふれ愛センター
デイサービス 特養梅の里
デイサービス ゆうゆう館
老人憩の家  二子の里
シルバー人材センター
高城診療所
ごみ焼却場
斎場
日高広域消防南部出張所
田辺広域休日急患診療所

℡ 75-2455
FAX 75-2802
℡ 76-2250
FAX 76-2109
℡ 72-1400
FAX 72-5804
℡ 72-2127
℡ 72-1410
FAX 84-2048
℡ 74-3444
℡ 74-2300
℡ 76-2258
℡ 72-5611
FAX 72-5610
℡ 74-3337
℡ 75-2618
℡ 72-5900
℡ 72-4455
℡ 72-1389
℡ 75-2005
℡ 72-3808
℡ 74-3150
℡ 74-3119
℡ 26-4909

(田辺市民総合センター敷地内)

上下水道課

はあと館(社会福祉センター)
　〔社会福祉協議会〕

(72-1165は24時間対応)

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
介
護
予
防
お
た
っ

し
ゃ
運
動
教
室(

わ
か
や
ま

シ
ニ
ア
エ
ク
サ
サ
イ
ズ)
・

「
我
ら
梅
の
里 

寝
込
ま
ん

ず
」
３
期
生
を
次
の
通
り
募

集
し
ま
す
。

■
開
催
期
間
／
時
間
　

　
11
月
２
日(

金)

〜
来
年
２

月
29
日(

金)(

４
か
月
間
・
毎

週
金
曜
日
全
15
回)

／
午
前

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

※
日
程
は
都
合
に
よ
り
変
更

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
対
象
　
65
歳
以
上
で
運
動

し
て
も
差
し
支
え
な
い
方

■
定
員
　
20
人

(

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す)

■
開
催
場
所

　
東
本
庄
、
ふ
れ
愛
セ
ン

タ
ー(
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー)

■
教
室
の
内
容

　
体
力
ア
ッ
プ
や
バ
ラ
ン
ス

力
の
向
上
を
目
的
に
、
中
高

年
に
合
っ
た
運
動
を
中
心
に

実
施
し
ま
す
。
運
動
指
導
の

先
生
が
中
心
に
お
手
伝
い
し

ま
す
。

■
教
室
の
流
れ

　
各
自
集
合
〜
健
康
チ
ェ
ッ

ク(

血
圧
測
定
な
ど)

〜
運
動

(

約
１
時
間)

〜
休
憩
〜

時
々
、
お
茶
会
〜
各
自
解
散

■
自
己
負
担

　
お
茶
代
（
実
費
）

■
申
し
込
み

　
10
月
26
日(

金)

ま
で
に
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
電

話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
問
い
合
わ
せ
も
同
セ
ン

タ
ー
へ
。

　
町
は
、
少
子
化
対
策
の
一

環
と
し
て
、
次
の
２
事
業
を

10
月
か
ら
始
め
ま
す
。

　
３
人
以
上
の
子
ど
も
を
産

み
育
て
た
い
と
希
望
す
る
家

庭
へ
の
支
援
と
し
て
、
第
３

子
以
降
を
妊
娠
し
た
お
母
さ

ん
（
妊
婦
）
の
健
康
診
査
の

費
用
を
助
成
し
ま
す
。

　
助
成
は
、
１
回
の
妊
娠
に

つ
き
上
限
８
１
０
０
０
円
で

す
。
い
っ
た
ん
費
用
を
医
療

機
関
窓
口
へ
支
払
っ
て
い
た

だ
き
、
そ
の
後
、
町
へ
申
請

し
て
も
ら
え
れ
ば
払
い
戻
し

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
子
ど
も
を
産
み
育
て
た
い

と
心
か
ら
願
っ
て
い
る
の
に

不
妊
に
悩
む
ご
夫
婦
へ
、
不

妊
治
療
に
要
す
る
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

（
但
し
、
治
療
は
、
体
外
受
精

と
顕
微
授
精
を
除
く
一
般
不

妊
治
療
の
み
で
す
。
ま
た
、
所

得
制
限
も
あ
り
ま
す
）

　
助
成
は
、
一
年
度
に
つ
き

上
限
３
万
円
で
す
。
い
っ
た

ん
医
療
機
関
窓
口
で
支
払
っ

て
い
た
だ
き
、
町
へ
申
請
す

る
こ
と
で
、
払
い
戻
し
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
２
事
業
は
、
平
成
19

年
４
月
１
日
か
ら
の
受
診
分

が
対
象
で
す
。
な
お
、
助
成

対
象
に
は
細
か
い
要
件
が
あ

り
ま
す
。
く
わ
し
く
は
、
保

健
福
祉
課
（
ふ
れ
愛
セ
ン

タ
ー
）
保
健
師
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

青少年センター
(生涯学習センター内) ℡ 74-3134
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75
歳
以
上
の
方
た
ち
の
独

立
し
た
医
療
制
度
、「
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
」
開
始
ま
で

あ
と
半
年
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
医
療
制
度
で
お
医
者

さ
ん
に
か
か
る
と
き
の
自
己

負
担
は
、
原
則
１
割
（
現
役

並
み
の
所
得
が
あ
る
方
は
３

割
）
負
担
と
、
現
行
の
老
人

保
健
制
度
と
変
わ
り
ま
せ

ん
。
さ
ま
ざ
ま
な
給
付
も
同

様
に
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
さ
て
、
制
度
の
あ
ら
ま
し

は
広
報
７
月
号
で
お
し
ら
せ

し
ま
し
た
が
、
こ
こ
で
そ
の

保
険
料
に
つ
い
て
改
め
て
紹

介
し
ま
す
。

▼　
被
保
険
者
は
、
75
歳
以
上

の
方
と
、
65
歳
以
上
75
歳
未

満
の
寝
た
き
り
な
ど
一
定
の

障
が
い
の
あ
る
方
で
す
。

　
現
在
、
会
社
員
の
家
族
に

扶
養
さ
れ
て
い
る
場
合
な
ど

は
自
身
で
保
険
料
を
納
め
て

い
ま
せ
ん
が
、
来
年
４
月
か

ら
は
自
身
で
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
保
険
料
を
納
め
る

よ
う
に
な
る
予
定
で
す
。
ま

た
、
自
身
で
国
保
税
な
ど
を

納
め
て
い
る
場
合
は
、
こ
の

制
度
に
移
行
し
て
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

▼　
保
険
料
は
そ
れ
ぞ
れ
年
金

か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
年
金
額
が
年
額

18
万
円
未
満
の
方
、
後
期
高

齢
者
医
療
の
保
険
料
と
介
護

保
険
料
の
合
計
額
が
年
金
額

の
半
分
を
超
え
る
方
、
75
歳

に
な
っ
た
ば
か
り
の
方
な
ど

は
市
町
村
に
納
め
ま
す
。

▼　
原
則
と
し
て
県
内
均
一
で

す
。
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
が
保
険
料
率
と
賦
課

限
度
額
を
定
め
ま
す
。

　
保
険
料
は
、
被
保
険
者
全

員
が
頭
割
り
で
負
担
す
る
均

等
割
額(

応
益
割)

と
、
被
保

険
者
の
所
得
に
応
じ
て
負
担

す
る
所
得
割
額(

応
能
割)

を

合
計
し
て
算
出
し
ま
す
。
標

準
的
な
割
合
は
均
等
割
50
・

所
得
割
50
に
な
り
ま
す
。

　
国
の
試
算
で
は
、
平
均
的

な
保
険
料
は
、
均
等
割
額
、

所
得
割
額
が
そ
れ
ぞ
れ
月
額

約
３
１
０
０
円
、
合
計
は
月

額
約
６
２
０
０
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
所
得
の
低
い
方
は
、
世
帯

の
所
得
水
準
に
応
じ
て
均
等

割
額
が
軽
減
（
７
割
・
５
割
・

２
割
）
さ
れ
ま
す
。

▼　
特
別
な
理
由
が
な
く
保
険

料
を
滞
納
し
た
場
合
は
、
通

常
の
保
険
証
よ
り
有
効
期
間

の
短
い
保
険
証
が
発
行
さ
れ

ま
す
。
滞
納
が
１
年
以
上
続

い
た
場
合
、
保
険
証
を
返
還

し
て
も
ら
い
資
格
証
明
書
を

交
付
し
ま
す
（
医
療
費
が
全

額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す)

。

　
く
わ
し
く
は
、
県
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
（
℡
０

７
３-

４
２
８-

６
６
８
８
）

か
、
町
保
健
福
祉
課
へ
。

　
10
月
15
日(

月)

〜
21
日(

日)

は
秋
の
行
政
相
談
週
間
で

す
。

　
行
政
相
談
は
、
行
政
機
関

が
行
う
仕
事
や
手
続
き
、

サ
ー
ビ
ス
な
ど
で
「
困
っ
て

い
る
」
「
こ
う
し
て
ほ
し
い
」

こ
と
の
相
談
を
受
け
る
も
の

で
す
。
町
で
は
、
総
務
大
臣

か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政
相
談

委
員
が
皆
さ
ん
の
相
談
を
お

受
け
し
て
い
ま
す
。

　
町
は
、
毎
月
第
２
木
曜

日
、
人
権
相
談
、
登
記
相
談

（
随
時
）
と
合
同
で
、
行
政
相

談
日
を
設
け
て
い
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
（
10
月
は

11
日
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分
ま
で
、
役
場
第
１
庁
舎

で
）
。
相
談
は
無
料
で
秘
密

は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
行
政
相
談
週
間
中

の
10
月
18
日(

木)

に
も
行
政

相
談
を
お
受
け
し
ま
す(

午

後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
ま

で
、
役
場
第
１
庁
舎
で)

。

　種目や参加申し込み方法などくわしくは、この広報紙と一緒
にお届けした要項をご覧ください。または教育学習課へ。

お問い合わせは
　教育学習課(℡74-3134)へ

陸上競技の部のみ
10月20日(土)開催( )
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　 り
な
ど
を
町
が
調
査
す
る
こ
と

に
つ
い
て
の
同
意
書
、
現
在
ア

パ
ー
ト
に
住
ん
で
い
る
方
は
そ

の
賃
貸
借
契
約
書
の
写
し
な
ど
。

く
わ
し
く
は
建
設
課
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い)

■　
10
月
１
日(

月)

〜
12
日(

金)

　
　 

（
土
・
日
、
祝
日
除
く
）

■　
第
２
庁
舎
・
建
設
課

■　
募
集
締
め
切
り
後
、
選
考

〔※所在地は、芝崎、巽整骨院様周辺〕

所在地 種別 建 設
年 度 構　　　造

井之台 公営 平 成
７ 年

木 造 ２ 階 建

世帯の月収要件

世帯員の合計月収
が 200,000円(裁量
階層の世帯の場合
は 268,000円)以下

■

家賃(月額)

19,700 ～
 46,100 円

募集
戸数

１戸

駐車場

有

間 取

４ＤＫ
(77.8 ㎡）

入居対象
世帯員数

３人以上

　
町
営
住
宅
入
居
希
望
世
帯

を
次
の
通
り
募
集
し
ま
す
。

■①
１
年
以
上
町
内
に
、
住
所
が

あ
る
、
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
。

②
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同

居
し
よ
う
と
す
る
親
族
（
結

婚
予
定
者
含
む
）
が
い
る
。

③
世
帯
員
全
員
に
市
区
町
村

税
の
滞
納
が
な
い
。

④
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
で
あ
る

⑤
入
居
契
約
時
の
敷
金
（
家

賃
３
か
月
分
）
、
毎
月
の
家

賃
が
払
え
る

■①
入
居
申
込
書

（
第
２
庁

舎
・
建
設
課
、
ま
た
は
第
１

庁
舎
・
住
民
環
境
課
窓
口
に

あ
り
ま
す
）

②
世
帯
員
全
員
の
住
民
票

③
世
帯
員
全
員
の
平
成
19
年

度
所
得
証
明
書
（
乳
幼
児
〜

高
校
生
は
除
く
）
　

④
世
帯
員
全
員
の
平
成
18
年

度
・
19
年
度
市
区
町
村
税
納

税
証
明
書
（
同
右
）
　

⑤
そ
の
ほ
か
町
が
必
要
と
す

る
書
類
（
現
住
の
家
屋
の
間
取

裁量階層とは、◎世帯員全員が 51 歳以上である世帯、または申込者本人が51歳以上で同居
親族が18歳未満である世帯、◎障がいの程度が身体障害者手帳１～４級所持者と同程度の方
がいる世帯、◎同居親族に小学校就学前の子どもがいる世帯、などをいいます。

　

委
員
会
で
審
査
を
行
い
、
優

先
入
居
の
有
無
、
ま
た
、
抽

選
対
象
世
帯
な
ど
を
決
め
ま

す
。
優
先
入
居
が
無
い
場

合
、
抽
選
対
象
世
帯
に
よ
る

公
開
抽
選
を
行
い
ま
す
。

※
申
し
込
み
資
格
要
件
に
該

当
し
な
い
場
合
や
、
提
出
書

類
に
不
備
が
あ
る
場
合
は
、

受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。
申

し
込
み
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
提
出
前
に
建
設
課
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　
11
月
11
日(

日)

、
阪
和
自

動
車
道
・
み
な
べ
Ｉ
Ｃ(

イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ)

〜
南
紀
田
辺
Ｉ

Ｃ
区
間
が
開
通
し
ま
す
。

　
開
通
を
記
念
し
て
、
10
月

28
日(

日)

、
南
紀
田
辺
Ｉ
Ｃ

（
田
辺
市
稲
成
町
）
で
、
次
の

よ
う
な
記
念
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

が
行
わ
れ
ま
す
。

午
前
９
時
〜
午
後
１
時
20
分

（
受
付
　
朝
９
時
〜
11
時)

■
参
加
費
用
　
無
料

■
参
加
申
込
　

▽
締
切
　
10
月
12
日(

金)

必
着

▽
申
込
・
問
合
先
　
近
畿
自

動
車
道
紀
南
高
速
事
務
所

(

〒
６
４
６-

０
０
６
１
田

辺
市
上
の
山
１
丁
目
14

-

28
、
℡
26-

１
２
７
４)

▽
方
法
　
申
込
書
と
返
信

用
封
筒(

自
分
の
住
所
を
書

き
80
円
切
手
を
貼
る
こ
と)

を
申
込
先
へ
郵
送
か
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。
参
加
証

が
送
ら
れ
て
き
ま
す
。

※
申
込
書
は
、
建
設
課(

第

２
庁
舎
内)

か
、
住
民
環
境

課
窓
口(

第
１
庁
舎
内)

に

置
い
て
い
ま
す
。
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

（
受
付
　
正
午
〜
午
後
１
時
）

〔
参
加
の
申
し
込
み
は
９
月

末
で
締
め
切
ら
れ
ま
し
た
〕

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

50
分

　
当
日
、
利
用
可
能
な
会
場

周
辺
の
駐
車
場
は
５
か
所
、

最
大
９
０
０
台
で
す
。
芳
養

漁
港
な
ど
会
場
か
ら
遠
い
駐

車
場
か
ら
は
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

参
加
者
専
用
の
無
料
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
が
運
行
さ
れ
ま
す
。

会
場
に
ほ
ど
近
い
会
津
川
河

川
敷
な
ど
か
ら
は
徒
歩
と
な

り
ま
す
（
約
15
〜
20
分
）。

　
Ｊ
Ｒ
紀
伊
田
辺
駅
か
ら
も

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
参
加
者
専
用

無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が
運
行

さ
れ
ま
す
の
で
、
な
る
べ
く

電
車
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　日ごろ鶴の湯温泉をご愛顧
いただいている皆さん、1 0 月
22 日(月)は、機械設備保守点検
のため、温泉、宿泊施設とも休
業しますのでご了承ください。
なお翌 23 日(火)は定休日です。



利
用
す
る
と
片
道
運
賃
が
１

万
７
５
０
０
円
と
、
普
通
運

賃
２
万
６
６
０
０
円
よ
り
９

１
０
０
円
お
得
で
す
。

　
な
お
、
利
用
す
る
場
合
、
搭

乗
日
２
か
月
前
か
ら
７
日
前

ま
で
の
間
に
予
約
が
必
要
で

す
。
予
約
は
Ｊ
Ａ
Ｌ
フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
（
℡
０
１
２
０

-

25

-

５
９
７
１
）
へ
。

　
10
月
１
日(

月)

か
ら
７
日

(

日)

は
公
証
週
間
で
す
。

　
公
証
、
公
正
証
書
は
、
公

的
機
関
で
あ
る
公
証
人
が
か

か
わ
っ
て
内
容
を
十
分
検
討

し
、
法
律
的
に
適
合
し
た
公

文
書
で
す
。

　
遺
言
書
や
、
土
地
・
建
物

や
金
銭
の
貸
借
、
離
婚
に
伴

う
年
金
分
割
、
養
育
費
や
慰

謝
料
な
ど
の
契
約
書
は
、
ぜ

ひ
公
正
証
書
で
作
成
し
ま

し
ょ
う
。
そ
の
原
本
は
公
証

役
場
で
厳
重
に
保
管
さ
れ
ま

す
の
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
、

紛
失
し
た
り
偽
造
さ
れ
る
心

配
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
田
辺
公

証
役
場
（
田
辺
市
下
屋
敷
、
℡

22

-
１
８
７
３
）
へ
。

　
県
が
、
10
月
か
ら
「
家
族

の
ふ
れ
あ
い
優
待
制
度
」
を

実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
「
家
庭
の

日
」（
毎
月
第
３
日
曜
日
）
や

「
育
児
の
日
」
（
毎
月
19
日
）

に
、
協
賛
店
舗
な
ど
に
協
力

し
て
も
ら
っ
て
料
金
割
引
や

各
種
特
典
な
ど
子
育
て
家
庭

に
や
さ
し
い
様
々
な
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
も
の
で
す
。

　
対
象
は
原
則
と
し
て
中
学

生
以
下
の
家
族
連
れ
で
す
。

協
賛
店
舗
名
な
ど
く
わ
し
く

は
、
県
子
ど
も
未
来
課
（
℡

０
７
３-

４
４
１-

２
４
９

２
）
か
県
青
少
年
育
成
協
会

（
℡
０
７
３-

４
３
５-

５
２

３
６
）
へ
。
ま
た
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://www.cypress.ne.
j
p
/
w
a
k
a
t
s
u
/
f
u
r
e
a
i
/

index.html

　
10
月
か
ら
、
南
紀
白
浜
空

港
（
東
京
羽
田
便
）
に
「
特

便
割
引
７
（
セ
ブ
ン
）
」
が
正
式

に
導
入
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
を

16

　
消
防
法
で
、
既
存
住
宅
へ

の
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置
は
平
成
23
年
５
月
末
ま
で

と
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
最
近
、
こ
れ
を
悪
用
し
た

訪
問
販
売
が
全
国
で
発
生
し

て
い
ま
す
が
、
８
月
19

日

(

日)

、
串
本
町
と
古
座
川
町
で

発
生
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
も

「
役
場
の
ほ
う
か
ら
来
た
」
と

男
性
２
人
が
民
家
を
訪
れ
、

火
災
警
報
器
を
居
間
に
設

置
、
家
人
が
要
求
さ
れ
た
２

万
３
千
円
を
支
払
い
領
収
書

を
求
め
た
と
こ
ろ
、「
後
日
役

場
か
ら
送
る
」
と
言
っ
て
立

ち
去
り
、
そ
の
ま
ま
何
の
連

絡
も
な
い
そ
う
で
す
。

　
火
災
警
報
器
は
高
い
も
の

で
も
１
万
数
千
円
、
普
及
品

な
ら
数
千
円
で
す
。
ま
た
、
役

場
や
消
防
署
が
直
接
、
各
家

庭
へ
火
災
警
報
器
を
販
売
に

行
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
も
し
、「
お
か
し
い
」
と
思

わ
れ
る
人
物
が
訪
問
し
て
き

た
り
、
見
か
け
た
り
し
た
ら
、

日
高
広
域
消
防
事
務
組
合
消

防
本
部
予
防
課
（
℡
０
７
３

８-

63-

２
０
０
０
）
か
、
同

南
部
出
張
所
（
℡
74

-

３
１

１
９
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
品
物

を
買
わ
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る

場
合
、
売
買
契
約
し
た
日
か

ら
８
日
以
内
な
ら
解
約
で
き

る
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
制
度
が

あ
り
ま
す
。
く
わ
し
く
は
県

消
費
者
セ
ン
タ
ー
紀
南
支
所

（
℡
24

-

０
９
９
９
）
へ
。

　
10
月
は
、
労
働
者
を
守
る

「
労
働
保
険
」
適
用
促
進
月
間

で
す
。

　
事
業
主
は
労
働
者
を
１
人

で
も
雇
用
す
れ
ば
労
働
保
険

に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ま
だ
労
働
保
険
に
加

入
し
て
い
な
い
と
い
う
事
業

主
は
労
働
基
準
監
督
署
か
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
で
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
〔
最
寄
り
は
、

田
辺
労
働
基
準
監
督
署
（
℡

22

-

４
６
９
４
）、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
田
辺
（
℡
22

-

２
６

２
６
）
〕 　10 月からフロン回収・破壊法の改正によって

行程管理制度が導入され、フロン類が充填され
た機器などを廃棄する場合、回収依頼書など関
係書類を３年間保存することなどが義務づけら
れました。くわしくは、県環境生活部環境管理課
(℡073-441-2688)へお問い合わせください。
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 (場所 ふれ愛センター)
健診名(対象乳幼児) 実  施  日 受 付 時 間

上南部保育所(℡ 74-3022)
清川保育所(℡ 76-2251)
高城保育所(℡ 75-2044)

５日(金)10:00 ～ 11:00
24日(水)13:00～ 14:00
26日(金)10:00～ 11:00

( 社会福祉センター)
10 月 5 日(金)・12 日(金)・19 日(金)・26 日(金)

　～ふれ愛センター～

　10月 4日(木)・18日(木) 13:30～ 15:00

18:00 ～ 21:00

南部保育所(℡ 72-4520) 18日(木)10:00～ 11:00

10月 17日(水) 13:00～13:30１ 歳 ６ か 月 児 健 診
(平成18年2月・3月生まれ)

 8:30～ 11:00 晩稲会場前→12:00～ 14:00 井口
食品㈱様前→14:30～17:00 ふれ愛センター

　　恐れ入ります
　が献血の際、献血カードか、本人であることを証明
　できるもの(運転免許証など)をご持参ください。

(南部ライオンズクラブ・町共催)

対象のお子さんには案内状(問診票同封)を送ります。

 (場所 ふれ愛センター)
予 防 接 種 名 実  施  日 受 付 時 間

10月 26日(金) 13:00～13:20Ｂ Ｃ Ｇ

対象　生後３か月以上６か月未満のお子さん(やむを得
　ない場合は１歳まで)

10月 31日(水) 13:00～13:20
対象　平成18年8月・9月生まれのお子さん

麻しん風しん混合(1期)

　日本は先進国の中で結核の罹患率が大変高く、
１年間に新たに結核患者になる人は約３万人、亡
くなる人は約２千人にものぼっています。
　特に新たな患者の半数近くは、若いころに結核
流行時を経験した 6 5 歳以上の高齢者です。高齢者
の皆さん、「自分は大丈夫」と過信せず、この機会
にぜひ受診してください。( 受診は無料です)
　なお、肺がん検診は 4 0 歳以上の方から受診でき
ます。
　レントゲンバスの巡回場所や時間などは、この
広報紙と一緒にお届けしたチラシをご覧ください。

◆ ◆

　医療機関( 北道、出口産婦人科) で受診できる子
宮検診を、1 0 月・1 1 月に実施します(自己負担と
して1,200 円が必要です)。対象は 20 歳以上で、偶
数歳( 2 で割り切れる年齢)の方です。
　今年度初めに受診を申し込んだ方、また、ミニ
ドックでの検診を申し込んだが受診しなかった方
に問診票を送りますので受診してください。
　くわしくはふれ愛センター保健師へ。

　各医療機関で受診できる基本健診の実施期間は
10 月 1 日(月)から 26 日(金)までです。
　対象は 4 0 歳以上の方で、身長・体重測定、血圧
測定、血液検査、心電図検査などを行います。
　また、今年 4 0 歳になる方、多量に輸血を受けた
ことがある方、過去に肝機能異常のある方はＣ型
肝炎検査が受けられます( 1 人 1 回限り。希望者は
申し込みが必要) 。
　今年度初めに受診を申し込んだ方には、受診
カードと問診票を送ります。同封の注意事項など
をよく読んで問診票に記入の上、受診してくださ
い。なお、自己負担として1,800 円が必要です。〔70
歳以上(昭和 1 2 年生まれ)の方は無料です〕
　申し込んでなかったがこの機会にという方も、
ぜひ受診してください。( 但し、医療機関で治療中
の方、健診制度のある職場にお勤めの方は受診で
きません)
　申し込みと問い合わせは、ふれ愛センター保健師へ。

　どちらも、動きやすい格好でお気軽にご参加
ください。前もって申し込みはいりません。
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10 月 5 日(金)・12 日(金)・19 日(金)・26 日(金)

　～ふれ愛センター～

　10月 4日(木)・18日(木) 13:30～ 15:00

18:00 ～ 21:00

南部保育所(℡ 72-4520) 18日(木)10:00～ 11:00

10月 17日(水) 13:00～13:30１ 歳 ６ か 月 児 健 診
(平成18年2月・3月生まれ)

 8:30～ 11:00 晩稲会場前→12:00～ 14:00 井口
食品㈱様前→14:30～17:00 ふれ愛センター

　　恐れ入ります
　が献血の際、献血カードか、本人であることを証明
　できるもの(運転免許証など)をご持参ください。

(南部ライオンズクラブ・町共催)

対象のお子さんには案内状(問診票同封)を送ります。

 (場所 ふれ愛センター)
予 防 接 種 名 実  施  日 受 付 時 間

10月 26日(金) 13:00～13:20Ｂ Ｃ Ｇ

対象　生後３か月以上６か月未満のお子さん(やむを得
　ない場合は１歳まで)

10月 31日(水) 13:00～13:20
対象　平成18年8月・9月生まれのお子さん

麻しん風しん混合(1期)

　日本は先進国の中で結核の罹患率が大変高く、
１年間に新たに結核患者になる人は約３万人、亡
くなる人は約２千人にものぼっています。
　特に新たな患者の半数近くは、若いころに結核
流行時を経験した 6 5 歳以上の高齢者です。高齢者
の皆さん、「自分は大丈夫」と過信せず、この機会
にぜひ受診してください。( 受診は無料です)
　なお、肺がん検診は 4 0 歳以上の方から受診でき
ます。
　レントゲンバスの巡回場所や時間などは、この
広報紙と一緒にお届けしたチラシをご覧ください。

◆ ◆

　医療機関( 北道、出口産婦人科) で受診できる子
宮検診を、1 0 月・1 1 月に実施します(自己負担と
して1,200 円が必要です)。対象は 20 歳以上で、偶
数歳( 2 で割り切れる年齢)の方です。
　今年度初めに受診を申し込んだ方、また、ミニ
ドックでの検診を申し込んだが受診しなかった方
に問診票を送りますので受診してください。
　くわしくはふれ愛センター保健師へ。

　各医療機関で受診できる基本健診の実施期間は
10 月 1 日(月)から 26 日(金)までです。
　内容は、身長・体重測定、血圧測定、血液検査、
心電図検査などです。
　また、今年 4 0 歳になる方、多量に輸血を受けた
ことがある方、過去に肝機能異常のある方はＣ型
肝炎検査が受けられます( 1 人 1 回限り。希望者は
申し込みが必要) 。
　今年度初めに受診を申し込んだ方には、受診
カードと問診票を送ります。同封の注意事項など
をよく読んで問診票に記入の上、受診してくださ
い。なお、自己負担として1,800 円が必要です。〔70
歳以上(昭和 1 2 年生まれ)の方は無料です〕
　申し込んでなかったがこの機会にという方も、
ぜひ受診してください。( 但し、医療機関で治療中
の方、健診制度のある職場にお勤めの方は受診で
きません)
　申し込みと問い合わせは、ふれ愛センター保健師へ。

　どちらも、動きやすい格好でお気軽にご参加
ください。前もって申し込みはいりません。



■おひさま広場(保育所開放)、南
部保ミニミニ運動会(10:00～)
■高城保、避難訓練（広域消防
署員が来園、通報・消火訓練と
消防車見学）(10:00～)
■とっておきの会（13:30～･ふ
れ愛センター）
■行政相談(13:30～･役場第１
庁舎)

■南部保、運動会
■愛之園保、ファミリー運動会
(9:00～)
■南部中吹奏楽部、ファミリー
コンサート(14:00～)

◆環境にやさしい買い物
キャンペーン
◆体力つくり強調月間

1819

■南部幼、避難訓練
■ひかり保、絵本読み
■岩代小、巡回映画観賞
■いきいき講座・健康に美しく！
健美操(19:00～･ふれ愛センター)

■南部幼、高校生１日保育体験
■こひつじランドミュージック
ママ(10:00～・南部公民館)
■ポリオ予防接種(H18年6月～
1 9 年 1 月生まれのお子さん)
(13:00～･ふれ愛センター)

■■■■■
●11日(木)13:30～ 15:30
●役場第１庁舎で
◆人権相談(人権擁護委員)
◆行政相談〔国・県・町などへ
　の苦情や要望〕(行政相談員)
　〔18日(木)にも行います〕
◆登記相談(和歌山地方法務局
　田辺支局職員)
■■■■■ 　
●当分、閉室します。連絡は教育
学習課(℡74-2191)へ
■■■■■ (保健師)
●毎週金曜日9:00～12:00
●ふれ愛センターで
■■■■■
●毎週月～金曜日9:00～16:00
●片町 はあと館で

◆15日(月)13:30～15:30、南部
　公民館(片町)で
相談員が求人情報を提供、また
求職の相談を受けます。
くわしくは、同ハローワーク(田
辺市朝日ヶ丘 ℡22-2626)へ。

　民生児童委員さんは生活
苦、家族の介護、いじめなど
親身に相談にのってくれま
す。また行政との橋渡しをし
てくれます。特に子どもにか
かわる問題については、地域
担当の民生児童委員さんと一
体になって活動する主任児童
委員さんもいます。
　近くの民生児童委員さんの
お名前やくわしいことは、保
健福祉課(℡72-2544)へ。

無 料
秘密厳守( )

◆ 9日(火)→ 19:00 まで年金相
　談窓口の受付時間延長
◆13日(第2土曜日)→ 8:30～
　16:00、年金相談窓口開設。
 くわしくは、同事務所(田辺
市朝日ヶ丘 ℡ 24-0435)へ。

 月～金曜日 午前8:30～午後5:15
 (月曜日は午後7:00まで・祝日は休み)
 第２土曜日 午前9:30～午後4:00

(ＩＰ電話・ＰＨＳからは℡ 03-6700-1165 へ)

■とっておきの会（13:30～･ふ
れ愛センター）

■おひさま広場(保育所開放)、
上南部保お祭りごっこ・獅子舞
もきます(10:00～)

■高城保年長児、町立図書館
ゆめよみ館見学(10:30～)

■小学4・5年生、中学1・2年生、
県学力診断テスト
■南部小、通学合宿（～13日)
(5・6年生の希望者）
■高城保、園外保育（天宝神社）
■こひつじランド読み聞かせ
サークルおはなしおはなし(10:
00～・南部公民館)
■人権・行政・登記相談(13:30
～･役場第１庁舎)

　町県民税(3期)/国民健康保
険税(4期)/介護保険料(普通徴収4期)

■南部幼、新庄公園へ遠足
■こひつじランド星の子広場
(０～５歳)(10:00～･若草公園)
■清川小、巡回映画観賞
■南郷研特別支援教育交流学習
(野外学習)

■白梅幼、運動会
■田辺社会保険事務所・年金
相談窓口開設(8:30～16:00)

■第２回みなべ町スポーツ大会(陸
上競技の部)
■高城保、親子遠足（アドベン
チャーワールドへ）
■こひつじランド第６回育児
講座「新庄公園へピクニック」

■こひつじランドつどいのひろば・
ひまわり(10:00～・愛之園保)
■田辺社会保険事務所年金相談
窓口時間延長(～19:00)

■清川保、避難訓練（広域消防
署員が来園）(10:00～)
■こひつじランドつどいのひ
ろば・はいはい(10:00 ～・ふ
れ愛センター)／マタニティサ
ロン(13:30～･愛之園保)
■南部中、TAIM全校発表会
■上南部中、巡回映画観賞

■ (8:30 ～ 11:00 晩稲会場
前→12:00～14:00井口食品工
業㈱様前→14:30～17:00 ふれ
愛センター)
■こひつじランド星の子広場
(０～１歳)(10:00～･愛之園保)
■１歳６か月児健診(H18 年 2
月・3月生まれ)(13:00～･ふれ
愛センター)
■南部幼、絵本の読み聞かせ
■白梅幼、避難訓練
■愛之園保、おじいちゃん・おばあ
ちゃんとのお掃除大作戦(eco孫爺)
■南郷陸上競技大会(小学5・6年)
■上南部中、避難訓練

■家庭粗大ごみ＆農機具類有料
拠点回収(8:00～10:00・岩代集
出荷場駐車場、13:00～15:00・
堺漁港駐車場)
■南部幼、おじいちゃんおばあ
ちゃんが園訪問
■上南部保、アドベンチャー
ワールドへ親子遠足
■おひさま広場(保育所開放)、
高城保お祭りごっこ(10:00～)
■ＢＣＧ予防接種(生後３か月
以上６か月未満のお子さん)
(13:00～･ふれ愛センター)

■家庭粗大ごみ＆農機具類有料
拠点回収(8:30～10:30・清川球
場駐車場)
■南部保、避難訓練
■こひつじランドミュージック
ママ(10:00～・南部公民館)
■南部小、来年度新入学予定児童
就学時健康診断(受付13:00～)

■介護予防おたっしゃ運動教
室「我ら梅の里 寝込まんず」
３期・第１日（9:30～･ふれ愛
センター）

■家庭粗大ごみ＆農機具類有料
拠点回収(8:00～10:00・須賀橋
上流河川敷)
■胸部レントゲンバス巡回(くわし
くはチラシをご覧ください)
■南部幼、開放講座「ともだち
いっぱいつくろう」(9:30～)
■こひつじランドつどいのひろば・よ
ちよちきらきら(10:00 ～・愛之園保)
■おひさま広場(保育所開放)、
清川保お祭りごっこ(13:00～)
■南部・岩代小、合同観劇(13:00～)
■上南部小1～5年、社会見学
■上南部小6年、修学旅行(～26日)
■清川小、不審者想定避難訓練
■清川小・中PTA合同研修会

■こひつじランド星の子広場
(１～５歳)(10:00～･ふれ愛セ
ンター)

■南部保、絵本の読み聞かせ
■ひかり保、アドベンチャー
ワールドへ遠足
■こひつじランド星の子広場(１～
５歳)(10:00～･役場第１庁舎)

■岩代小、ＰＴＡ環境整備作業
■みなべはあとはあとグラウン
ドゴルフ大会(共和球場)

■家庭粗大ごみ＆農機具類有料
拠点回収(8:00～10:00・晩稲広
場駐車場、13:00～15:00・共和
球場駐車場)
■胸部レントゲンバス巡回(くわし
くはチラシをご覧ください)

■大展覧会(～4日・生涯学習
センター＆南部公民館)
■高城文化展・菊花展(～4日・
高城公民館)
■清川文化展(～4日・清川公
民館)
■清川区民運動会
■町立図書館ゆめよみ館、特
別開館日

■南部幼年長児、電車体験
■愛之園保すみれ組、広域消防
南部出張所見学
■南部中1・2年、遠足

■愛之園保、おじいちゃんおば
あちゃんとのおもちつき大会
■岩代小、親子ふれあい体験学
習会
■落語ワールドへようこそ(15:
00～･町立図書館ゆめよみ館)

■家庭粗大ごみ＆農機具類有
料拠点回収(8:00～11:00・役
場第１庁舎駐車場)
■みなべＩＣ～南紀田辺ＩＣ
開通記念プレイベント(田辺市
稲成町、南紀田辺ＩＣ)

■家庭粗大ごみ＆農機具類有
料拠点回収(8:30～ 10:30・高
城公民館)
■鶴の湯温泉臨時休館
■こひつじランドつどいのひろ
ば・ちくちく(10:00～・愛之園保)
■いきいき講座・健康に美しく！
健美操(19:00～･ふれ愛センター)

■第２回みなべ町スポーツ大会
(町内各会場)

◆食生活改善普及月間
◆仕事と家庭を考える月間
◆里親を求める運動
◆臓器移植普及推進月間

◆麻薬・覚せい剤乱用防止運動
(～11月30日)
◆共同募金運動(～12月31日)
◆間伐推進強化月間(～11月30日)

◆３Ｒ(ﾘﾃﾞｭｰｽ・ﾘﾕｰｽ・ﾘｻｲｸﾙ)
推進月間
◆情報化月間
◆工業標準化月間

◆土地月間
◆都市緑化月間
◆住生活月間
◆ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｸﾘｰﾝ･ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ

　固定資産税(2期)/国民健康保
険税(3期)/介護保険料(普通徴収3期)
公共下水道受益者負担金(2期)/水道料金
(7・8 月分)・公共下水道使用料(7・8 月
分)・農業集落排水使用料(8・9月分)の各
窓口納付

■清川小・中、合同運動会
■南部幼、運動会

■とっておきの会（13:30～･ふ
れ愛センター）

■こひつじランド星の子広場(０～１
歳)(10:00～･ふれ愛センター)
■麻しん･風しん混合予防接種
(H18年8月・9月生まれのお子さん)
(13:00～･ふれ愛センター)
■岩代小、来年度新入学予定児童就
学時健康診断(受付13:00～)
■南部中、TAIM 代表者発表会

◆土地の日
◆法の日

◆都市景観の日 ◆国際協力の日

◆木の日

◆目の愛護デー

◆古紙リサイクル週間(7日～13日)
◆全国地域安全運動(11日～20日)
◆秋の行政相談週間(15日～21日)
◆薬と健康の週間(17日～23日)

◆国際防災の日 ◆石油機器点検の日 ◆鉄道の日

◆統計の日

◆原子力の日

■岩代小、第132回開校記念日
■清川小、炭琴演奏観賞
■ハローワーク田辺巡回相談
(13:30～･南部公民館)

■南部幼、南高ふれあい牧場
へ園外保育
■愛之園保、避難訓練
■こひつじランドつどいのひろ
ば・たんぽぽ(10:00～・愛之園保)

◆全国･自然歩道を歩こう月間
◆「法の日」週間(１日～７日)
◆公証週間(１日～７日)
◆全国労働衛生週間(1日～7日)

◆福祉用具の日
◆浄化槽の日

初心者用の優しいエアロビクスです。メタボリック対策
　　に簡単な運動を始めたい方など、どなたでもお
　　　　　気軽にどうぞ（申し込み不要）
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了承をいただいた方だけ
を掲載しています( )

出生
死亡
転入
転出

(－3 人）
(－ 9 人）
(－12 人）
(＋ 5 世帯）

編集後記　私、年齢はかなりいっていますが、人
間としての中身はまだまだ。上記のご長寿の皆さ
んのように熟成した高齢者になれるかどうか、今
からとても心配です…（しとべ）

西 岩 代
東 岩 代
受 領
共 和 東
本 郷
共 和 西
西 本 庄
晩稲熊岡

111／129(86.0%)
143／181(79.0%)
33／ 35(94.3%)
210／260(80.8%)
107／129(82.9%)
35／ 77(45.5%)
188／264(71.2%)
101／364(27.7%)

(前月比±0)
(前月比±0)
(前月比±0)
(前月比±0)
(前月比±0)
(前月比±0)
(前月比＋2)
(前月比＋3)

公共下水 840／約 1,300(64.6%)
(前月比＋13)農業集落排水

(件)(8 月 31 日現在)

８月末現在（前月比）
男
女
人口
世帯数

  7,028人
  7,677人
 14,705人
4,694世帯

10人
15人
18人
25人

８月中の異動
　９月 1 4 日( 金)、山田五良町長が 9 5 歳以上のお年寄
り 3 3 人のお宅などを訪問し長寿を祝いました。( 対象
は大正２年４月１日以前生まれの方で、全員で 4 8 人
いらっしゃいます)
　また、９月７日( 金) には、この日 1 0 0 歳の誕生日を
迎えた酒井善松さん（堺）を訪問し百寿を祝いまし
た。酒井さんが 1 0 0 歳になったことで、町内の 1 0 0 歳
以上の方は８人になりました( 最高齢は堺、築山ヨネ
さん 1 0 5 歳です)。なお、新町になって、1 0 0 歳になっ
た男性は酒井さんが初めてです。
　山田町長は、迎えてくれた皆さんに「また来年も
来ます。これからもつつがなく達者にお過ごしくだ
さい」と声をかけていました。

　９月７日( 金) 、1 0 0 歳に
なった酒井善松さん（堺）。
　今でも眼鏡なしで新聞を
読み、歯は自分の歯だそう
です。

　9 9 歳、白寿の筋本シマ
さん（筋）。「来年３月の
1 0 0 歳の誕生日にはまた
お祝いに来ますよ」と山
田町長。

　9 7 歳、岡﨑タダヱさん
（東本庄）。酒井善松さん
の妹さんです。

　1 0 2 歳、小川五子さ
ん（東本庄）。「内臓は
どっこも悪くないん
ですよ」

　1 0 3 歳、
森智惠子さ
ん（埴田）。
近くにかわ

▲

▲

▲
いい３人のひ孫がいます。

▲
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